
    ２０１４年５月６日（火）      原 水 協 通 信  （大阪版）    第８４３号付録                                                        

２０１４５月号 

 

原水爆禁止日本協議会 

発行人 赤松宏一 

毎月１回６日発行 

頒価 ２２０円 

電話 (03)5842-6031 

FAX (03)5842-6033 

原水爆禁止大阪府協議会 大阪市中央区谷町７－３－４ 新谷町第３ビル２１０号 tel(06)6765-2552 fax(06)6765-2837  

♬寝屋川 

  

 開
会
ま
で 

 

あ
と
十
日
に
迫
る 

  

「
な
く
そ
う
核
兵
器 

５
・
１
７
府
民
の
つ
ど
い
」

が
、
開
会
ま
で
あ
と
十
日

と
迫
っ
て
い
ま
す
。
舞
台

や
会
場
、
進
行
も
ほ
ぼ
決

ま
り
、
あ
と
残
す
の
は
、

参
加
人
数
の
確
認
で
す
。 

「
集
会
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
」「
２
０
１
５
Ｎ
Ｐ

Ｔ
に
向
け
て
、
大
阪
ら
し 

 

 

「なくそう核兵器！５．１７府民のつどい」 

 

「核兵器全面禁止のアピール」署名 
（２０１４年５月７日現在） 大阪１００万署名めざして 

４９万５２４８筆 

  

 

 

 

 

ら
も
友
人
で 

 

 

い
取
り
組
み
で
す
」
な
ど

の
成
功
を
願
う
声
が
連
日

の
よ
う
に
、
事
務
局
に
届

い
て
い
ま
す
。
協
力
金
も

百
二
十
個
人
・
団
体
か
ら

四
十
二
万
円
（
五
月
六
日

現
在
）
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
各
地
域
・
団
体
の

参
加
の
訴
え
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。 

 

小
松
事
務
局
長
の 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
報
告
も 

 

 
 

千
人
集
会
成
功
さ
せ
よ
う 

 

 

 

 

５月９日午後５時半～天王寺 

 

 

５月３日、高草木・日本原水協代表理事がアンゲラ・

ケイン上級代表に世界大会参加を要請（国連軍縮局） 

 

十
三
カ
国
代
表
部
に
要
請
活
動 

第
三
回
準
備
委
員
会
の
議
場 

 

集
会
で
は
、
小
松
事
務

局
長
か
ら
２
０
１
５
年
Ｎ

Ｐ
Ｔ
第
三
回
準
備
委
員
会

の
様
子
が
報
告
さ
れ
ま

す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連

本
部
で
ア
ン
ゲ
ラ
・
ケ
イ

ン
上
級
代
表
に
全
国
か
ら

の
署
名
３
７
０
万
の
署
名

を
提
出
し
ま
し
た
。
ま
た

今
年
の
世
界
大
会
へ
の
参

加
要
請
に
は
「
昨
年
は
シ 

シ
リ
ア
の
件
が
あ
っ
て
参

加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
は
調
整 

 

リ
ア
問
題
が
あ
り
、
参
加

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

年
は
参
加
で
き
る
よ
う
調

整
中
で
す
。
来
年
は
日
本

か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
来

ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
笑
顔
で
答
え

ま
し
た
。 

 

核
兵
器
保
有
国 

 

を
さ
ら
に
包
囲
厚
く 

  

第
三
回
準
備
委
員
会
は

冒
頭
か
ら
非
同
盟
諸
国
を

代
表
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア 

が
「
包
括
的
禁
止
を
含
む

核
兵
器
禁
止
条
約
の
交
渉

を
今
こ
そ
開
始
す
べ
き
で

す
」
と
力
強
く
演
説
。
続

い
て
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
を

代
表
し
て
、
ケ
ニ
ア
が
同

じ
ス
タ
ン
ス
だ
と
演
説
し

ま
し
た
。
新
ア
ジ
ェ
ン
ダ

連
合
を
代
表
し
て
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
も
核
兵
器
保
有
国

の
誠
意
の
な
い
声
明
に
対

し
、
批
判
。
核
兵
器
の
非

人
道
性
の
国
際
会
議
を
開

い
た
メ
キ
シ
コ
は
、「
Ｎ
Ｐ

Ｔ
の
危
機
」
と
厳
し
く
批

判
し
ま
し
た
。 



２０１４年５月６日（火）    原 水 協 通 信（大阪版）    第８４３号付録 第二面 

 

 

 

New  York!  New  York!  New  York! 

 

 

 

 

 

 キューバ国連代表部を訪問し、田中被団協事務

局長が被団協の折鶴のバッジを軍縮大使の上着の

襟につけてあげました。キューバ大使は、「被爆者

の方の言葉に、核兵器はいかに非人道的なのかを

再認識します。日本の大使にも原水爆禁止世界大

会に参加するよう要請しています。核兵器保有国

を包囲するために一緒にがんばりましょう」と訴

えられました。田中事務局長は、「今日のように、

大歓迎してもらうと、ほんとうに元気になって、 

証言活動の重要性を感じます」の感想でした。 

 マンハッタンのど真ん中で、すごいものを発見。 

レーガン大統領がソビエトとの核戦争に備えて、

作られた核シェルターを発見しました。ワシント

ン・ポストの記者が「マンハッタンのビルの膨大

なガラスの破片をどうするのですか」の質問に、

レーガン大統領は、「ガラスが落ちてきたらシャベ

ルで片づけたらいい」と答弁。記者は「核戦争に

はシャベルで闘え」の皮肉いっぱいの記事が、ア

メリカ国民から拍手喝采が送られました。 

田中さんガンバレ！ 
 

 国連要請団１２名は、セントラルパーク近くの

公民館を尋ねました。ピース・アクションのジュ

デイ・ルブランさんとアメリカ奉仕委員会のジョ

セフ・ガーソンさんたちが歓迎交流会を開いてく

れました。ルブランさんは、「日本の二番目の大き

い都市・大阪からは１００万署名と１５０人の代

表団がこのニューヨークに来ます。私たちは、歓

迎できるように、急いで準備をしなければなりま

せん」と参加者にアピール。来年できなかったら 

大阪は「国際的なウソツキになる」？ 

 

 

 ２０１４年国民平和大行進がいよいよ

スタート。東京～広島コースを堺市教職

員組合の田中 薫さんが通し行進者にな

りました。５月６日、東京・夢の島の第

五福竜丸記念館前での出発集会が行われ

ました。他の通し行進者を代表して挨拶

に立った田中さん「教え子からの声援で

がんばります」と元気に挨拶しました。 


